
産
業
立
地

地域の産業集積形成と活性化を目指す
　
日
本
の
輸
出
産
業
は
金
融
危
機
後
の
円
高
と
派
遣
業
を
含
む
雇
用
制
度
問
題
で
、
工
場
立

地
は
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
。
い
わ
ゆ
る
汎
用
製
品
は
海
外
へ
、
付
加
価
値
が
高
い
高
度
な

素
材
に
支
え
ら
れ
た
部
品
や
多
品
種
少
量
の
知
識
集
約
型
の
製
品
製
造
は
国
内
で
と
い
う
二

極
化
の
構
図
が
鮮
明
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
、
日
本
企
業
の
モ
ノ
づ
く
り
は
知
識
集
約
型

産
業
の
開
発
と
新
技
術
、
試
作
生
産
ラ
イ
ン
が
主
体
の
母
工
場
化
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
産
業
立
地
は
知
識
集
約
型
産
業
へ
の
道
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

岐
路
に
立
つ
産
業
立
地
―
知
識
集
約
型
産
業
へ
の
転
換
―

財団法人　日本立地センター徳増　秀博常務理事

知
識
集
約
型
産
業
に
工
場
再
編

二次電池メーカーの主な生産拠点位置図
　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

降
の
工
場
の
投
資
構
造
は
、

川
上
部
門
の
素
材
技
術
に
支

え
ら
れ
た
部
品
加
工
と
川
下

部
門
で
あ
る
販
売
・
サ
ー
ビ

ス
の
高
収
益
部
門
へ
の
強
化

を
図
り
、
そ
の
一
方
で
中
間

の
収
益
が
低
い
組
立
加
工
部

門
を
市
場
の
近
く
で
あ
る
海

外
に
移
管
す
る
構
造
へ
と
工

場
立
地
の
変
化
が
鮮
明
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
国
内
工
場

は
知
識
集
約
産
業
へ
再
編
さ

れ
て
い
る
。

　
知
識
集
約
型
産
業
は
幅
の

広
い
概
念
で
あ
る
が
、
例
え

ば
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
部
材
で
あ
る
正
極
、
負
極

さ
ら
に
電
解
液
な
ど
は
高
度

な
技
術
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

安
全
で
耐
久
性
が
求
め
ら
れ

る
電
池
を
支
え
る
知
識
集
約

型
製
品
と
し
て
世
界
的
な
強

み
を
持
っ
て
い
る
。
韓
国
な

ど
で
生
産
さ
れ
る
多
く
の
リ

チ
ウ
ム
電
池
は
、
こ
の
日
本

の
部
材
を
使
い
生
産
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
素

材
技
術
と
す
り
合
わ
せ
る
技

術
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

簡
単
に
は
海
外
生
産
に
向
か

う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
ア
ッ
プ
ル
は
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ

ア
イ
フ
ォ
ー
ン

用

の
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産
を
シ

ャ
ー
プ
と
東
芝
に
委
託
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
シ
ャ
ー

プ
の
液
晶
に
お
け
る
省
エ
ネ

技
術
が
優
れ
て
お
り
、
携
帯

電
話
の
電
池
が
長
持
ち
す
る

こ
と
か
ら
委
託
し
た
と
い
わ

れ
る
。
わ
が
国
の
知
識
集
約

型
製
品
の
強
さ
の
一
端
と
い

え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
技
術
が
注
目

さ
れ
る
中
、
知
識
集
約
型
産

業
へ
の
大
型
投
資
が
増
え
る

一
方
で
昭
和

年
代
の
高
度

成
長
時
代
に
地
方
に
立
地
し

た
単
純
な
加
工
組
立
工
場
が

閉
鎖
整
理
さ
れ
る
と
い
う
選

択
と
集
中
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
も
、
資
本
集
中
す
る
工

場
の
立
地
は
商
品
の
寿
命
が

短
く
な
っ
て
い
る
今
、
ス
ピ

ー
ド
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
用
地
選
定
を
数
カ
月
で

決
め
る
立
地
も
あ
る
。
地
方

の
工
場
の
再
編
が
加
速
し
て

い
る
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ３月１５日 火曜日 【広告特集】 （ ）


